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Tamaki Topics

特 集 

市町村合併問題について昨年夏から各種団体、各集落で引き続き説明会や懇談
会を行っていますが、今月号では、第４回５町村合併研究会で提出された合併基
本理念（素案）についてご紹介します。なお、本理念は５町村合併研究会において
これまでの地域特性などをもとに独自に構築したものです。

合
併
基
本
理
念
（
素
案
）
構
築
の
流
れ

1

2

3

4

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
歴

史
的
遺
産
や
風
土
、
海

か
ら
山
ま
で
つ
な
が
る
豊

か
な
自
然

◆
街
道
文
化
の
「
結
び

目
」

◆
「
伊
勢
」と
の
か
か
わ
り

◆
生
活
に
と
け
込
む
豊
か

な
自
然

ゆ
と
り
あ
る
多
世
代
同

居
型
の
居
住
環
境

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基

礎
を
築
く
多
世
代
同

居
◆
暮
ら
し
や
す
さ
に
起

因
す
る
人
口
増
加

将
来
展
開
を
受
け
と
め

得
る
豊
富
な
土
地
資
源

◆
可
能
性
の
高
い
豊
富

な
土
地
資
源

◆
高
速
交
通
な
ど
の
基

盤
条
件
の
確
立

産
業
分
野
に
お
け
る
多

彩
な
地
域
価
値
の
保
有

◆
特
色
あ
る
特
産
物
と
付

加
価
値
の
高
い
農
業

◆
優
良
企
業
の
立
地
と

労
働
力
の
流
動

歴
史
・
自
然
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

住
環
境
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

空
間
のポ
テ
ン
シ
ャ
ル

地
域
活
力
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

２．
地
域
を
取
り
巻
く
潮
流

地
域
を
取
り
巻
く
合
併
の
潮
流

◆
少
子
・
高
齢
化
の
進
展

◆
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

◆
情
報
化
の
進
展

◆
厳
し
さ
を
増
す
地
方
財
政

分
権
型
社
会
の
到
来

◆
地
方
分
権
の
本
格
的
な
実
行
の
段
階

◆
自
己
決
定
・
自
己
責
任
が
果
た
せ
る
基
礎
自
治
体
の
体
制
づ
く
り

◆
分
権
型
社
会
を
自
ら
創
造
し
て
い
く

？
地
域
が
持
つ
特
性
を
最
大

限
に
生
か
し
な
が
ら
、
時

代
の
潮
流
や
分
権
型
社
会

へ
の
転
換
に
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
が

求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

Ⅰ 合併の背景まちをつくるために

z
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
根
づ
い
た

特
徴
あ
る
取
り
組
み
の
存
在

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生

か
せ
る
「
近
隣
自
治
の

仕
組
み
」
の
必
要
性

z
緊
密
な
連
携
や
重
点
投
資
に
よ
り

効
果
を
発
揮
す
る
政
策
（
例
え
ば
）

ひ
と
つ
の
ま
ち
と
し
て
の

一
体
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

１. 地域の特性

※ポテンシャル：潜在能力、可能な能力
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玉
城
町
、
度
会
町
、
多
気
町
、

明
和
町
、
勢
和
村
の
５
町
村
に
よ

る
合
併
研
究
会
は
12
月
25
日
、
勢

和
村
役
場
中
央
公
民
館
に
５
町
村

の
町
村
長
・
議
長
ら
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

研
究
会
は
、
会
場
と
な
っ
た
勢

和
村
の
林
道
郎
村
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
こ
れ
ま
で
作
業
部
会
等

で
検
討
し
て
き
た
「
合
併
基
本
理

念
」
の
素
案
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
基
本
理
念
は
、
合
併
の
背

景
と
な
る
地
域
の
特
性
や
取
り
巻

く
時
勢
の
流
れ
、
特
性
を
生
か
し

自
立
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

一
体
的
な
取
り
組
み
と
住
民
相
互

に
顔
の
見
え
る
近
隣
自
治
を
目
指

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
他
、
報
告
事
項
と
し
て
、

12
月
24
日
現
在
で
２
３
６
０
件
の

事
務
事
業
が
出
さ
れ
、
課
題
問
題

点
の
洗
い
出
し
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
合
併
研
究
会

T amaki R eportT own

Ⅱ 特性を生かし、自立した

1
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
お
け
る
き

め
細
や
か
な
対
応
体
制

2
個
性
あ
る
文
化
活
動
や
生
涯
学
習

事
業
の
展
開
　
　
　
　
　
　
な
ど

x
住
民
の
活
動
に
み
ら
れ
る
身
近

な
地
域
の
自
治
力
の
高
ま
り

1
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
多
彩

な
地
域
づ
く
り
の
動
き

2
根
づ
き
は
じ
め
た
自
主
的
な
活
動

組
織
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

1
基
幹
と
な
る
産
業
の
振
興
に
か
か
わ
る
政
策

2
大
き
な
安
心
を
生
む
地
域
医
療
体
制
に
か
か
わ
る
政
策

3
多
彩
で
高
度
な
教
育
・
文
化
環
境
形
成
に
か
か
わ
る
政
策

4
循
環
型
社
会
の
形
成
に
か
か
わ
る
政
策

5
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
か
か
わ
る
政
策
　
な
ど

x
行
政
の
高
度
化
・
効
率
化
に
よ
る

行
財
政
基
盤
の
強
化
（
例
え
ば
）

◆
行
政
組
織
の
効
率
化
、
財
政
の
効
率
化

◆
専
門
職
員
の
配
置
等
に
よ
る
高
度
な
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

◆
広
域
的
観
点

Ⅲ 合併の理念

（1）
『
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
開
花
型
』
の
合
併

私
た
ち
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
５
町
村
そ
れ

ぞ
れ
の
持
つ
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」
を
、
合
併
に
よ

っ
て
大
き
く
開
花
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

（2）
地
域
に
暮
ら
す
人
が
自
ら
輝
く
た
め
に

私
た
ち
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
住
民

が
自
ら
の
意
志
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
輝
く
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
「
個
性
を
尊
重
し
あ
う
」
ま
ち

創
造
的
な
連
携
に
よ
る
「
競
争
力
の
あ
る
」
ま
ち

住
民
の
「
顔
の
見
え
る
」
ま
ち

だ
れ
も
が
共
に
暮
ら
せ
る
「
持
続
可
能
な
」
ま
ち

基
本
理
念
の
方
向
性

め
ざ
す
ま
ち
の
姿

Ⅳ 新しい行政と住民自治の仕組みづくり

単位 地域内・行政組織内分権のイメージ 

小学校 
区程度 

現町村 

新市 

連携 

住民自治 
協議組織 

（総合）支所 
   執行機能 
   窓口機能 

本庁 
調整機能 

執行機能　窓口機能 

（総合）支所 
   執行機能 
   窓口機能 

住民自治 
協議組織 

住民自治 
協議組織 

住民自治 
協議組織 

め
ざ
す
ま
ち
の
仕
組
み
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職
場
の
交
通
安
全
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
と
、
安
全
運
転
管
理
の

推
奨
像
と
誓
い
が
書
か
れ
た
ペ
ナ

ン
ト
の
伝
達
式
が
12
月
６
日
、
南

勢
町
役
場
か
ら
玉
城
町
役
場
へ
と

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
運
転
管
理
の
像
と
ペ

ナ
ン
ト
は
、
３
カ
月
間
職
場
の
交

動
か
す
た
め
の
ミ
ニ
体
育
館
に
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
く
ら
児
童
館
は
、
年
末
年

始
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を

除
き
、
年
中
無
休
で
す
。

安
全
運
転
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

通
安
全
を
重
点
的
に
奨
励
す
る
た

め
の
証
と
な
る
も
の
で
、
受
け
取

っ
た
辻
村
助
役
は
「
玉
城
町
役
場

で
は
職
員
あ
げ
て
毎
月
１
日
、
交

通
安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
職
場
の
事
故
防
止

に
努
め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

安
全
運
転
の
誓
い
５
箇
条
が
役
場

ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。

職
場
の
安
全
は
家
族

の
安
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

交
通
事
故
防
止
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
拠
点
と
し

て
12
月
10
日
、
田
丸
小
学

校
の
校
庭
に
「
玉
城
町
立

さ
く
ら
児
童
館
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
児
童
館
は
、
小
学

低
学
年
児
童
を
対
象
に
遊

び
を
通
じ
て
指
導
し
、
創

作
活
動
や
野
外
活
動
、
高

齢
者
と
の
交
流
事
業
を
提

供
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
は
じ
め
、
子
ど
も

会
、
保
護
者
会
等
の
活
動

の
拠
点
と
し
て
昨
年
７
月

か
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま

し
た
。

１
階
に
は
児
童
ク
ラ
ブ

室
、
集
会
室
、
創
作
活
動

室
、
図
書
室
が
、
間
仕
切

り
無
し
の
ひ
と
つ
の
部
屋
に
な
っ

て
い
て
仕
切
り
を
つ
け
、
部
屋
を

分
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

２
階
は
、
大
き
な
遊
戯
室
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
遊
具
に
よ
る
遊

び
、
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
身
体
を

子
育
て
支
援
の
拠
点

町
立
さ
く
ら
児
童
館
完
成

「安全運転の誓い」が
役場ロビーに掲げられました。

田丸小学校校庭に完成した「さくら児童館」



こ
の
日
の
式
に
は
、
町
長
は
じ

め
、
町
議
会
、
工
事
関
係
者
ら
が

参
加
し
行
わ
れ
、
神
主
に
よ
る
地

鎮
祭
に
続
き
、
中
瀬
町
長
の
式

辞
、
淺
野
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
、
こ
の
あ
と
、
全
員

が
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
平
成
15
年

４
月
に
供
用
開
始
に
な
る
公
共
下

水
道
工
事
の
最
終
分
で
、
宮
本
・

玉
幸
Ｊ
Ｖ
他
２
つ
の
Ｊ
Ｖ
が
行

Ｊ
Ｒ
参
宮
線
を
横
断
す
る
公

共
下
水
道
に
関
連
す
る
、
佐
田

汚
水
幹
線
Ｊ
Ｒ
軌
道
横
断
推
進

工
事
お
よ
び
玉
城
町
公
共
下
水

道
栄
町
３
区
面
整
備
工
事
に
伴

う
工
事
安
全
祈
願
祭
が
12
月
６

日
、
ま
た
、
玉
城
町
公
共
下
水

道
殿
町
他
面
整
備
工
事
に
伴
う

工
事
安
全
祈
願
祭
が
12
月
28

日
、
と
も
に
田
丸
神
社
拝
殿
で

町
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
工
事

佐
田
汚
水
幹
線
Ｊ
Ｒ
軌
道
横
断
推
進
工
事
な
ど
安
全
祈
願
祭
　
　
　

い
、
平
成
15
年
３
月
末
の
完
成
を

め
ざ
す
も
の
で
す
。
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玉城町長

MAYOR'S COLUMN2

早いもので新年を迎えたばかりなのに梅の季節とな

りました。寒い毎月であります。お元気ですか。

刻々と変わるイラク・北朝鮮情勢など大変な時代で

あり、国内でも不況下の経済政策が論議の的であり

ます。

＜若さあふれる玉城町成人式＞

そんな中で１月13日玉城町成人式を催行いただき

ました。玉城町の新成人212人であります。少子化の

時代でありますが、玉城町人口増のため増加する傾向

にあり大変有り難いことであります。町の勢力の根元

であります。そのうち175人の出席参加があり盛大で

ありました。全国的には少々騒がしかった会場の報道

もありましたが、玉城町の成人式は若さあふれるなか

に艶やかで、礼儀正しくあいさつが飛び交う町にふさ

わしい立派なものでありました。

成人の皆さんの代表で運営され、玉城中学校吹奏楽

クラブの応援出演もありすばらしいものであり、大い

に感動したところであります。玉城町の将来盤石であ

ります。成人の皆さんの将来に幸多かれんと祈念申し

上げるところであります。

＜玉城病院の改築＞

さて、玉城病院の改築問題であります。大変な時代

公立病院のあり方について議論が多い昨今であります

医療も、PFI（公的部門に民間資本を導入する政策手

法）の時代、民間活力を活用とのことでありますが、

健康管理や長期療養など公立の役割も大切であります

し、50年の歴史ある玉城病院の存在価値も考え耐震

力のある玉城病院改築に向かって計画を進めていると

ころであります。現在、基本設計を依頼したところで

あります。議会の理解もあって今後進めてまいりま

す。

＜城山公園散策にお出かけください＞

城山での桜まつりもその時期間近であります。遊歩

道など城山公園整備を数カ月がかりで進めてまいりま

した芝生のお城広場もその一つでありますが、この春

でおおむね整備することができます。その披露もかね

て桜まつりをいたしたく思います。ぜひ城山公園を散

策いただいてはいかがでしょうか。

次号では町村合併問題についてご報告申し上げたい

と存じます。

寒い毎日ですがどうぞお元気に

平成15年１月15日　町長室にて

玉
城
浄
化
セ
ン
タ
ー

ま
も
な
く
稼
動

平
成
15
年
４
月
に
、
現
在

建
設
中
の
玉
城
浄
化
セ
ン
タ

ー
が
稼
動
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
排
水
設
備
工
事
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
玉
城
町
役
場
上
下
水
道

チ
ー
ム
1
（
５
８
）８
２
０
７

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安全祈願する中瀬町長（田丸神社で）



遊
戯
場
に
臼
と
杵
が
運
ば
れ
12

月
16
日
、
年
の
瀬
の
も
ち
つ
き
大

会
を
開
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
臼
や
杵
を
珍

し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
「
ヨ
ー
イ

シ
ョ

ヨ
ー
イ
シ
ョ
」と
声
を
か
け

あ
い
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
は
実
際

に
餅
つ
き
を
体
験
、
杵
の
重
さ
に

ビ
ッ
ク
リ
し
な
が
ら
も
、
保
育
士

に
支
え
て
も
ら
っ
た
り
、
一
人
で

も
平
気
で
つ
く
子
も
い
た
り
、
ど

の
子
も
満
足
気
な
顔
を
し
て
い
ま

し
た
。

あ
ん
こ
と
、
き
な
粉
の
２
種
類

の
お
餅
を
作
り
、
お
気
に
入
り
の

も
ち
を
何

度
も
お
か

わ
り
し
て

い
ま
し
た
。

11
月
30
日
と
12
月
14
日
、
２
回

に
分
け
て
生
活
発
表
会
を
開
き
ま

し
た
。

年
少
組
か
ら
年
長
組
ま
で
の
園

児
が
劇
遊
び
や
歌
・
楽
器
遊
び
を

披
露
し
ま
し
た
。
劇
は
か
ぐ
や
姫

や
舌
き
り
雀
な
ど
の
昔
話
や
大
好

き
な
絵
本
の
話
を
モ
チ
ー
フ
に
、

見
所
た
っ
ぷ
り
で
し
た
。

大
勢
の
観
客
の
前
で
セ
リ
フ
を

言
っ
た
り
、
役
に
あ
っ
た
身
体
表

現
を
し
て
緊
張
の
な
か
で
一
生
懸

命
演
じ
て
い
る
姿
は
か
わ
い
く
も

あ
り
、
堂
々
の
も
の
で
し
た
。
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保
育
所
の
活
動
と
遊
び

町
保
育
所

保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
遊
び
や
活
動
を
紹
介
し
ま
す

下
外
城
田
保
育
所

「
も
ち
つ
き
大
会
」

田
丸
保
育
所

「
生
活
発
表
会
」

給
食
室
か
ら
の
出
火
を
想
定
し

12
月
11
日
、
伊
勢
消
防
署
の
指
導

で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、「
火
事
の
時
は
、
慌

て
ず
先
生
の
言
う
事
を
よ
く
聴
い

て
、
ハ
ン
カ
チ
で
口
と
鼻
か
ら
煙

を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
逃

げ
て
く
だ
さ
い
」
と
保
育
士
の
指

示
に
従
い
速
や
か
に
避
難
し
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
車
を
見
て
ま
わ

り
保
育
士
と
年
長
児
の
代
表
が
訓

練
用
の
水
消
火
器
で
消
火
の
仕
方

を
体
験
し
ま
し
た
。

外
城
田
保
育
所

「
避
難
訓
練
」

12
月
25
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
町
商
工
会
青
年
部

の
み
な
さ
ん
が
扮
す
る
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
や
動
物
た
ち
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
抱
え
、
遊
戯
室
で
待
つ
子
ど

も
た
ち
の
前
に
登
場
し
、
一
人
ず

つ
に
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
お
礼
に
歌
の
お

返
し
を
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
だ
遊
び
で
楽
し
み
ま
し
た
。

帰
り
に
は
「
サ
ン
タ
さ
ん
、
保

育
所
に
き
た
よ
〜
。」
と
た
く
さ
ん

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
大
事
そ
う
に
持

ち
、
迎
え
に
き
て
く
れ
た
お
母
さ

ん
た
ち
に
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
報
告
し

て
い
ま
し
た
。

有
田
保
育
所

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
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町
勤
労
者
生
活
福
祉
協
議
会

（
西
村
博
会
長
）
で
は
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
昔
な
が

ら
の
遊
び
や
文
化
を
継
承
し
て
も

ら
お
う
と
、
12
月
21
日
、
中
央
公

民
館
で
「
凧
づ
く
り
教
室
」（
町

教
育
委
員
会
後
援
）
を
開
き
、
ま

た
１
月
５
日
に
は
手
づ
く
り
の
凧

で
、「
凧
あ
げ
大
会
」
を
行
い
ま

し
た
。

凧
あ
げ
大
会
に
は
、
親
子
で
作

り
上
げ
た
凧
を
持
ち
寄
り
、
田
丸

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
み
ん
な

が
一
斉
に
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
あ
が
る
ま
も
な
く
回

転
し
て
落
ち
る
も
の
か
ら
、
力
強

く
上
が
る
も
の
ま
で
あ
っ
て
、
凧

糸
を
ひ
く
親
子
の
姿
が
微
笑
ま
し

く
、
寒
空
の
下
で
元
気
な
か
け
声

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
町
の
凧
づ
く

り
名
人
森
田
勇
三
さ
ん
（
栄
町
）

や
、
伊
勢
市
・
度
会
町
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、
四
角
凧
、
せ
み
凧
、
扇

凧
が
力
強
く
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
で

天
高
く

力
強
く
凧
あ
げ
大
会

平
成
15
年
玉
城
町
消
防
出

初
め
式
が
１
月
３
日
、
お
城

広
場
で
行
わ
れ
、
中
瀬
町
長

は
じ
め
来
賓
を
前
に
、
西
岡

武
生
団
長
の
も
と
志
気
を
高

め
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
12
日
に
は
小

俣
町
明
野
小
学
校
で
度
会
郡

５
カ
町
村
（
玉
城
町
、
小
俣

町
、
御
薗
村
、
二
見
町
、
度

会
町
）
連
合
出
初
め
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

両
出
初
め
式
で
次
の
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

初
春
に
心
ひ
き
し
め

消
防
出
初
め
式

T amaki R eportT own

●
三
重
県
消
防
協
会
定
例
表
彰

【
功
績
章
】

松
田
栄
二
（
分
団
長
）

【
表
彰
徽
章
】
山
口
隆
久
　
　
坂
本
光
利

●
三
重
県
消
防
協
会
南
勢
支
会
表
彰

【
優
良
章
】

東
　
博
明
　
　
大
石
　
晃

●
玉
城
町
長
表
彰

東
　
博
明
　
　
大
石
　
晃

（
敬
称
略
）

珍しい凧をもって参加いただいた
河北昭二さん（左：伊勢市）と
福井孝文さん（度会町）

親子で微笑ましく凧上げを楽しむ
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町財政公表

●
新
世
代
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
事
業
で
光
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
網
の
整
備

●
教
育
文
化
事
業
で
、
田
丸
城
趾
遊
歩
道
、
中
学
校
運
動
場
整

備
を
実
施

景
気
は
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
依
然
と
し
て
抜
け
出
せ
ず
、
企

業
の
リ
ス
ト
ラ
、
不
良
債
権
処
理
等
構
造
調
整
の
影
響
が
重
層
的

に
継
続
し
失
業
率
が
高
ま
る
な
ど
低
迷
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
が
減

少
し
て
お
り
、
経
済
再
生
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け

た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
な
ど
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
社
会
情
勢
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
行

政
運
営
を
向
上
さ
せ
る
た
め
行
政
改
革
を
進
め
、
堅
実
な
行
政
の

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
は
、
12
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
地
方
分
権
一

括
法
に
よ
り
自
主
的
、
主
体
的
な
行
政
を
行
う
新
時
代
確
立
に
向

け
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
行
政
の
効

率
化
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
地
方
自
治
体
の
行

政
体
制
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

問
題
に
つ
い
て
委
員
会
、
研
究
会
を
設
置
し
調
査
研
究
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

特
に
、
情
報
発
信
の
基
盤
と
な
る
新
世
代
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施

設
整
備
、
地
域
情
報
、
生
活
情
報
通
信
基
盤
の
高
度
化
事
業
を
行

い
玉
城
町
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
局
す
る
と
と
も
に
、
地
域
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
で
役
場
を
地
域
情
報
の
受
発
信
拠
点
と
し
て

の
整
備
を
す
る
な
ど
高
度
情
報
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
防
災
対
策
と
し
て
耐
震
性
防
火
水
槽
２
基
の
設
置
、
小
型
ポ

ン
プ
付
水
槽
車
の
購
入
を
行
い
防
災
施
設
等
の
整
備
を
順
次
進
め
て

き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
町
道
中
楽
朝
久
田
線
、
田
丸
世
古
線
な
ど
の
道
路
整

備
事
業
、
外
城
田
川
２
カ
所
の
災
害
復
旧
工
事
。
農
業
関
係
で
は

水
田
土
地
利
用
型
農
業
活
性
化
事
業
支
援
補
助
、
一
般
農
道
整
備

事
業
玉
城
南
部
の
開
通
。
教
育
関
係
で
は
田
丸
城
址
遊
歩
道
整
備
、

玉
城
中
学
校
運
動
場
改
修
事
業
、
Ｉ
Ｔ
講
習
の
開
催
、
小
中
学
校

の
給
食
室
の
改
修
工
事
等
整
備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

決
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
歳
入
総
額
51
億
７
６
５
７
万
２
３

９
３
円
に
対
し
、
歳
出
総
額
49
億
６
４
８
万
４
７
３
円
と
な
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
で
き
る
繰
越
明
許
費
６
６
７
６
万
３
０

０
０
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
額
１
億
４
９
３
２
万
８
９
２
０

円
を
繰
り
越
す
決
算
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
地
方
財
政
法
の
規
定
に
よ
り
、
財
政
調
整
基
金
へ
７
５

０
０
万
円
を
積
み
立
て
し
ま
し
た
。

（
平
成
13
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由
か
ら
抜
粋
）

平
成
13
年
度
　
決
算

平
成
13
年
度
（
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
14
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
昨
年
の

町
議
会
12
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
（
企
業
会
計
含
め
ず
）
あ
わ
せ
、
歳
入
が
73
億
２
８
５
５
万
９
６
８
１
円
、
歳

出
が
71
億
１
７
６
５
万
７
７
７
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

H9

25

30

35

40

45

50

55

60
億円 

5,550,332 
5,342,182

4,804,131 
4,606,628

5,176,572 
4,960,480

4,909,422 
4,775,583

H10

4,812,669 
4,551,214

H11 H12

H13

歳入 
歳出 

単位：年度・千円（千円未満四捨五入） 

【 過去５年間の一般会計決算の推移 】
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会計区分 歳　　入 歳　　出 差　引　額
●一般会計 5,176,572,393 4,960,480,473 216,091,920 
●特別会計

国民健康保険 898,828,189 875,658,754 23,169,435 
同和地区福祉資金貸付事業 7,857,685 7,857,685 0 
住宅新築資金等貸付事業 7,476,503 34,311,367 △26,834,864 
老人保健 973,127,372 987,090,243 △13,962,871 
山村振興事業 45,548,888 40,255,461 5,293,427 
農業集落排水事業 219,148,651 212,003,794 7,144,857 

計 7,328,559,681 7,117,657,777 210,901,904 

【 平成13年度 会計別決算 】

町民税の内訳 
個人　 523,885千円 
法人　 308,847千円 

民生費 
1,002,983千円　  20.2%

労働費　　 37,640千円 
災害復旧費  32,072千円 
予備費                  　0円 
 

総務費 
 739,088千円  14.9%

歳出決算 歳出決算 （款別） 

歳出決算 歳出決算 （性質別） 

（款別） 

消防費  
194,159千円  3.9%

議会費 
87,303千円  1.8%

商工費 
49,886千円  1.0%

その他　69,712千円　1.4%

諸支出金  
492,521千円  9.9% 公債費 551,576千円  11.1%

土木費  
661,590千円  13.3%

衛生費  
337,061千円  6.8%

教育費  
483,442千円  9.8%

農林水産費  
291,159千円  5.9%

繰入金 31,415千円 
使用料および手数料 31,252千円 
ゴルフ場利用税交付金 12,871千円 
寄附金 4,929千円 
交通安全対策特別交付金 2,545千円 
国有提供施設等交付金 588千円 

町税 
1,724,671千円 

33.3%

そ
の
他
の
内
訳 

歳入決算 歳入決算 

その他 
83,600千円 

1.5%

利子割交付金  
75,404千円  1.5%
自動車取得税交付金  
64,712千円  1.3%

財産収入  
137,485千円  2.7%

国庫支出金  
217,154千円  4.2%

繰越金 
181,455千円  3.5%

地方譲与税 
87,553千円  1.7%

地方特例交付金 
83,250千円  1.6%

分担金及負担金 
113,670千円  2.2%
地方消費税交付金 

122,670千円  2.4%

諸収入 
258,015千円  5.0%

県支出金 
368,567千円　7.1%

町債 
528,000千円　10.2%

歳入合計　5,176,572千円 

歳出合計　4,960,480千円 

地方交付税 
1,130,366千円　21.8%

町税の内訳 町民税  
832,732千円  48.3%

たばこ税 
　88,852千円  5.2%

軽自動車税　 
26,904千円  1.6%

特別土地保有税 
2,165千円  0.1%

固定資産税 
　774,017千円  44.9%

扶助費　149,192千円　3.0%

公債費 
560,963千円  

11.2%

補助費等 
811,116千円  

16.2%
13年度決算額　5,010,188千円 

繰出金 
200,034千円  

4.0%

物件費・維持補修費 
691,132千円  

13.8%

その他　93,247千円　1.9%

●投資的経費 
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整 
　備に要する経費 
●人件費 
 　議員等報酬、給料、職員手当など 
●扶助費 
 　各種法令に基づき支給される社会保障経費 

 

投資的経費  
1,447,271千円 28.9%

人件費 
 1,057,233千円 21.1%

 

（単位：円）



02

Tamaki Topics

9

城あとに夢を築くまち たまき 2003-2

Tamaki Topics

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
税
金
や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
収
支
状
況
を
グ
ラ
フ
や
表
で
紹

介
し
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
14
年
度
上
半
期
（
平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
求
め
ら
れ

る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
国
の
財
政
不
足
に
よ
る
交
付
税
や

補
助
金
の
減
額
は
、
財
源
の
大
半
を
こ
れ
に
依
存
し
て
い
る
当
町

に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
９
月
末
現
在
の
状
況
を
、
昨
年
度
決
算
額
（
７
・

８
ペ
ー
ジ
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
地
方
交
付
税
額
は
平
成
13
年

度
約
11
億
３
０
０
０
万
円
に
対
し
、
14
年
度
は
約
10
億
３
０
０
０

万
円
（
現
計
予
算
額
）
と
、
約
１
億
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
借
入
金
（
町
債
）
は
、
平
成
13
年
度
約
５

億
２
８
０
０
万
円
に
対
し
、
14
年
度
も
引
き
続
き
５
億
３
３
０
０

万
円
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
14
年
度
上
半
期
玉
城
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

民生費 
1,269,363千円 

27.2%

商工費       48,096,千円 
予備費        32,118千円 
労働費　　27,179千円 
災害復旧費13,855千円 
 
 
 

土木費 
607,323千円 13.0% 

農林水産費 
188,657千円 4.0%

議会費　87,122千円 1.9%

その他　121,248千円　2.6%

公債費 
530,378千円 11.4%

総務費 
553,534千円 11.9% 

消防費 
263,559千円 5.7%

衛生費 
347,075千円 7.4% 

諸支出金 
248,280千円 5.3%

使用料及び手数料 32,565千円 
財産収入 29,905千円 
利子割交付金 20,000千円 
ゴルフ場利用税交付金 13,000千円 
交通安全対策特別交付金 2,500千円 
国有提供施設等交付金 588千円 
寄附金 2千円 

町税 
1,673,979千円   

35.9%

その他　98,558千円　2.1%

自動車取得税交付金　61,000千円  1.3%  

諸収入　153,459千円  3.3%

繰越金　 
141,091千円  3.0%

地方消費税交付金 
120,000千円  2.6% 

分担金及び負担金　110,552千円  2.4% 

地方特例交付金　80,814千円  1.7%
地方譲与税　85,000千円  1.8% 

繰入金　53,339千円  1.1%

国庫支出金　283,165千円  6.1%

県支出金　234,322千円  5.0%

町債　533,541千円  11.5%

地方交付税 
1,030,000千円   

22.1%

支出済額　　1,866,010,864円 
 
現計予算額　4,658,822,000円　 

収入済額　　2,176,194,355円 
 
現計予算額　4,658,822,000円　 

教育費 
442,283千円 9.5%

歳入

【 一般会計現計予算状況 】（平成14年９月末現在）（単位：千円）千円未満四捨五入

歳出

町財政公表

●平成14年度
上半期

N A R U H O D O
R E P O R T
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●
町
税
の
収
入
状
況

平
成
14
年
度
上
半
期
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
く
町
税
の
増
額
は
16
億
７
３
９
７
万
９
０
０
０
円
で
、
９
月
30

日
現
在
、
９
億
１
０
９
９
万
円
あ
ま
り
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
町
民
税
は
厳
し
い
経
済
情
勢
の
あ
お
り
を
受
け
、

平
成
13
年
度
決
算
額
で
個
人
は
約
５
億
２
３
０
０
万
円
、
法
人
は

約
３
億
８
０
０
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
14
年
度
（
現
計
予

算
額
）
は
個
人
が
約
４
億
８
０
０
０
万
円
、
法
人
が
約
２
億
５
０

０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
様
減
収
と
な
る
こ
と
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

（
町
税
の
内
訳
は
上
図
の
と
お
り
）

●
地
方
債
の
状
況

地
方
債
と
し
て
町
が
借
り
て
い
る
借
入
金
（
未
償
還
残
高
）
は
、

71
億
９
４
９
７
万
２
６
４
７
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
町
有
財
産

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
や
、
庁
舎
・
学
校
・
町
営
住
宅
な
ど

の
建
物
の
面
積
は

▼
土
地
　
27
万
１
１
１
０
㎡

▼
建
物
　
４
万
９
１
７
９
㎡

●
基
金

町
が
条
例
の
定
め
に
よ
っ
て
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立

て
得
て
い
る
お
金

▼
総
額
　
11
億
３
９
９
８
万
８
８
２
２
円

【 病院事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 500,691,000 256,230,487 

支　出 500,691,000 226,534,570

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 37,357,000 5,336,000 

支　出 4,472,000 2,204,766

【 水道事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 280,412,000 142,510,818 

支　出 219,423,000 50,990,068

●資本的収支
予算額 執行済額

収　入 154,379,000 3,986,750

支　出 268,478,000 31,211,995

【 介護老人保健施設事業会計 】
●収益的収支 （単位　円）

（単位　円）

予算額 執行済額

収　入 267,591,000 126,530,663 

支　出 267,591,000 115,082,024

●資本的収支

【 下水道事業会計 】
●資本的収支 （単位　円）

予算額 執行済額

収　入 669,114,000 20,192,277 

支　出 669,114,000 54,354,320

特別土地保有税 
1,652,700円　0.02%

たばこ税 
43,124,511円　4.7%

【 町税の内訳 】 

固定資産税 
438,788,550円 

48.2%
町民税 

395,989,516円 
43.5%

町税現計予算（収入済額） 
910,993,227円 

軽自動車税 
26,766,200円　2.9%

入湯税 
4,671,750円　0.05%

10
億円 

9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

老
人
保
健
特
別
会
計 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計 

住
宅
新
築
資
金
等 

　
　
貸
付
事
業
特
別
会
計 

現計予算額 

支出済額 

収入済額 

969,616

517,973

503,860

945,506

369,509

354,278
76,372

23,781
24,069

29,392

36,392

108,238

3,024

41,198 31,361

969,616

517,973

503,860

945,506

369,509

354,278
76,372

23,781
24,069

29,392

36,392

108,238

3,024

41,198 31,361

969.616

517.973

503.860

945.506

369.509

354.278
76.372

23.781
24.069

29.392

36.392

108.238

3.024

41.198 31.361

【 特別会計収支状況 】

予算額 執行済額

収　入 - -

支　出 7,599,000 7,599,000

（単位：千円）千円未満四捨五入



11

平
成
13
年
度
玉
城
町

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
同
和
地
区
福
祉
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
７
・

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
玉
城
町
訪
問
介
護
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
に
お
い
て
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

を
ト
ー
タ
ル
的
に
ケ
ア
す
る
た
め
に
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
（
生

活
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
た
ま
き
」）
を
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城
に
併
設

し
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
玉
城
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

前
５
条
と
も
、
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
か
ら
３
月

期
の
期
末
手
当
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
15
年
４
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る
下
水
道
事
業
に
あ
わ
せ
、
条

例
の
整
備
を
行
い
、
関
係
者
の
手
続
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

主
な
も
の
は
、
歳
出
で
は
、
各
科
目
に
わ
た
っ
て
人
事
院
勧
告

が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
職
員
の
給
与
費
の
改
定
に
よ
る
減
額
を
行

っ
た
も
の
を
は
じ
め
、

▽
総
務
費：

合
併
研
究
会
負
担
金
50
万
円
、
町
債
管
理
基
金
積
立
金

１
０
０
０
万
円
の
新
規
計
上

平成14年
●第6回玉城町議会定例会

なるほどレポート

平
成
14
年
　
第
６
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

●
平
成
13
年
度
　
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定

●
訪
問
介
護
事
業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
を
制
定

●
給
与
引
き
下
げ
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

23
議
案
原
案
可
決

城あとに夢を築くまち たまき 2003-2
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Tamaki Topics

平
成
14
年
第
６
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
12
月
12
日
開
会
さ
れ
、
平
成
13
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定
を
は

じ
め
、
経
済
・
雇
用
情
勢
の
厳
し
い
中
、
給
与
の
引
き
下
げ
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
、
平
成
14
年
度
各
会
計
補
正
予

算
案
な
ど
、
23
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



▽
民
生
費：

社
会
福
祉
費
で
医
療
費
お
よ
び
利
用
実
績
の
伸
び
に
よ

る
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
８
１
７
万
７
０
０
０
円
の
増

額
、
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
負
担
金
１
０
９
１
万
３
０
０

０
円
の
増
額
、
同
組
合
へ
の
貸
付
金
１
０
１
０
万
円
の
新
規
計
上
、

児
童
福
祉
費
で
児
童
館
お
よ
び
外
城
田
保
育
所
増
築
工
事
請
負
費

で
入
札
に
よ
る
差
金
２
２
８
０
万
円
の
減
額

▽
衛
生
費：

保
健
衛
生
費
で
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
４
１
２
万

２
０
０
０
円
の
増
額

▽
農
林
水
産
費：

林
業
費
で
飛
石
（
と
い
し
）
線
の
林
道
整
備
工

事
請
負
費
３
９
９
万
９
０
０
０
円
の
増
額

▽
商
工
費：

商
工
振
興
費
で
ふ
る
さ
と
農
道
の
完
成
に
あ
わ
せ
た
ア

ス
ピ
ア
玉
城
の
案
内
看
板
設
置
関
係
２
４
６
万
１
０
０
０
円
を
計
上

▽
土
木
費：

道
路
橋
梁
費
で
中
楽
朝
久
田
線
の
改
良
に
伴
う
宮
川

用
水
土
地
改
良
区
へ
の
送
水
管
の
移
転
補
償
費
２
０
０
０
万
円
の

増
額
、
都
市
計
画
費
で
は
駅
前
広
場
整
備
工
事
費
４
９
６
５
万
５

０
０
０
円
の
減
額
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
４
７
７
万
４
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
45
億
５
６
５
７
万
１
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
支
出
に
お
い
て
人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
と
、

下
水
道
事
業
な
ど
に
よ
る
本
管
布
設
替
え
に
伴
な
う
固
定
資
産
除
却

費
を
増
額
し
た
も
の
で
、
１
３
７
万
９
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総

額
２
億
２
０
８
０
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
に
お
い
て
収
入
で
工
事
負
担
金
な
ど
３
２
８
万
８
０

０
０
円
を
減
額
、
支
出
で
は
下
水
道
工
事
に
伴
う
布
設
替
え
工
事

費
な
ど
１
０
２
３
万
８
０
０
０
円
な
ど
を
増
額
し
、
収
入
総
額
１

億
５
１
０
９
万
１
０
０
０
円
、
支
出
総
額
２
億
７
８
７
１
万
６
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

医
療
費
の
増
加
を
含
め
、
昨
年
10
月
の
法
改
正
に
伴
う
高
額
療

マタニティ教室開催
2月17日（月）

テーマ●妊娠中の栄養・生活について
2月18日（火）

テーマ●赤ちゃんの発達について・先輩ママからのアドバイス
2月23日（日）

テーマ●妊娠中の口腔ケアについて・妊娠体験・沐浴実習
時間●午後1時～3時30分　　場所●町保健福祉会館
＊対象者には個人通知いたします。ご希望の方は、町保健
福祉会館までお申し込みください。

第1日目

第2日目

第3日目

神仏習合と仏神
－　弁天　－

農民が最も恐れたのは洪水であった。稲

田は土砂に埋まり収穫はできず復旧は困難

であった。谷に堤を築いたのも初めは洪水

で土砂が流れ出すのを阻止するのが目的で

あった。洪水は荒ぶる神の怒りに映ったに

違いない。

弁天さんと親しまれ七福神のひとつに数

えられる弁財天はインドの神話から生まれ

た仏神といわれ、梵天の妃といわれる絶世

の美女の姿に表現されているが、初めは洪

水による川荒れの姿を表し、鎌倉時代の江

の島神社の弁天像は剣を持ついかめしい武

装の像である。

美女の像が造られるようになったのは万

物育成の源になるおだやかな水を願うよう

になったからで、中世以来弁財天は水の

守り神として全国にひろまったといわれて

いる。

町内の弁天は江戸時代に用水池の守り神

としてまつられている。

○牛尾崎池弁天堂：上田辺池畔

○汁谷池弁天堂：宮古汁谷池の堤の西端

○勝田大池弁天尊碑：大池堤東端

○田丸大得寺境内　など

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書
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養
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７

５
８
０
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
11
億
４
０
５
４
２
万
５

０
０
０
円
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

管
理
運
営
費
に
お
い
て
11
万
６
０
０
０
円
減
額
し
、
予
備
費
で

調
整
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

国
の
補
助
金
の
追
加
内
示
に
よ
る
事
業
費
の
増
額
お
よ
び
人
事
院

勧
告
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
、
ま
た
玉
城
浄
化
セ
ン
タ
ー
稼
動
の

準
備
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
資
本
的
収
支
そ
れ
ぞ
れ
に
５
１
３

７
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
７
億
２
０
４
９
万
３
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
14
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

国
の
補
助
金
の
追
加
内
示
に
伴
い
事
業
費
の
組
替
と
人
件
費
の
調

整
、
ま
た
処
理
場
維
持
管
理
費
を
増
額
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
に
16
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
１
億
８
４
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会
委
員
の
小
林
喜
久
男
委
員
は
、

平
成
14
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
後
任
委
員
と
し
て
玉
城
町
世
古

７
８
７
番
地
、
西
川
牧
子
氏
を
任
命
し
、
議
会

の
同
意
を
求
め
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
年
４
月
に
事
業
を
は
じ
め
る
こ
と
か
ら
、
関
係
条
例
の
整
備

を
し
た
も
の
で
す
。

概
要
は
、
公
共
下
水
道
区
域
の
受
益
者
負
担
金
を
１
宅
地
あ
た

り
15
万
円
な
ど
と
定
め
て
い
ま
す
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
玉
城
町
無
線
放
送
施
設
更
新
工
事
）

町
内
の
無
線
放
送
施
設
の
更
新
工
事
の
請
負
契
約
に
あ
た
り
、
議

会
の
議
決
を
得
た
も
の
で
す
。

▽
契
約
金
額

５
８
８
０
万
円
（
う
ち
消
費
税
額
２
８
０
万
円
）

▽
契
約
の
相
手
方

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社
中
部
支
店
（
名
古
屋
市
東
区
）

▽
工
事
の
概
要

親
局
（
１
局
）、
子
局
（
屋
外
拡
声
装
置
７
局
、
個
別
受
信
機
３

１
５
台
）
の
更
新
工
事
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Tamaki Topics

な
お
、
９
月
９
日
提
出
さ
れ
た
、
住
民

投
票
条
例
の
設
置
お
よ
び
そ
の
実
施
を
求

め
る
誓
願
に
つ
い
て
、
町
議
会
９
月
定
例

会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
定
例
会
に
お
い
て
も
引
き
続
き
継
続
審

査
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

追
加
議
案

平成14年
●第6回玉城町議会定例会

なるほどレポート

N A R U H O D O
R E P O R T

西川牧子氏
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［町内版a］

�

●喫茶白ゆり様から10,000円を社会福祉協議会へお寄せ
いただきました。

●山上泉太郎様から1,191円を社会福祉協議会へお寄せ
いただきました。

●株式会社玉城（グッデ
ィ）様から500,000円を町
事業にとお寄せいただき
ました。

清掃ボランティア参加者募集
みんなの町をみんなの手で美しく

次の日程で玉城町・小俣

町・明和町の三町合同での

大仏山公園管理道路周辺の

不法投棄ごみの片づけを実

施します。当日、ボランテ

ィアで皆さん参加し、協力

してください。

▼日　時 ３月15日（土）・16日（日）いずれも雨天決行

午前８時30分～11時30分

▼集合場所 県営大仏山公園管理棟西側　第２駐車場

その他、詳しいことは町生活福祉チームへお問い合

わせください。

町生活福祉チーム 1（58）8203

玉城町社会福祉大会を開催
テーマ「みんなでふれあいのまちづくり」

町社会福祉協議会では町内のみなさんに福祉を知っ

ていただこうと、RUFO
りゅうほう

さん（福祉落語家）の講演を

はじめ、貢献していただいた方の表彰、町内小中学生

の福祉作文の発表、他にも様々なイベントを開催しま

す。ぜひお出かけください。

▼日　時 2月16日（日）雨天決行

午前10時～午後３時

▼場　所 町保健福祉会館

詳しくは、町社会福祉協議会へお問い合わせください。

町社会福祉協議会　1（58）6915

町立保育所の
園庭開放

日　程●２月19日　第3水曜日　午前中

場　所●各町立保育所

お問い合わせは、各保育所へ

●京セラミタ株式会社玉城工場（吉田康一工場長）様か
ら402,470円を、京セラ労働組合玉城支部会様から74,486
円をそれぞれ町福祉事
業にとお寄せいただき
ました。

●玉城ゴルフ会様から30,500円を町福祉事業にとお寄せ

いただきました。

税 務 だ よ り税 務 だ よ り税 務 だ よ り
町税務住民チーム 1（58）8201

●町県民税・所得税の確定申告のお知らせ
▼町県民税・所得税の確定申告期間
2月17日（月）～3月17日（月）まで

（但し、土・日曜日は行いませんので、ご了承ください）
▼受付時間 午前の部　午前9時～午前11時30分

午後の部　午後1時～午後4時
▼申告場所 玉城町役場２階住民ホール
詳しくは、本紙１月号をご覧ください

㈱玉城様

京セラミタ㈱様
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休日応急診療所は平日夜間の診療も実施

これまで休日夜間のみの休日応急診療所（伊勢市福

祉保健センター：伊勢市八日市場）が、本年１月１日

から、毎日夜間診療することになりました。ただし、

歯科は除きます。

休日夜間応急診療所

内科・小児科　1（25）8795 歯科　1（27）0829

《診療日》

平日の夜間（歯科を除く）、日曜、休日の昼間・夜間

《受付と診療時間》

休日昼間　午前10時～正午、午後１時～５時

夜　　間　午後７時30分～10時30分

町保健福祉会館　1（58）8000

「玉城おはなしキャラバン」２月の予定

【２月 ５日】田丸地区 城東団地公民館
【２月12日】外城田地区 浜塚団地公民館
【２月19日】下外城田地区　小社公民館
【２月26日】有田地区　　　岡村公民館

時間はいずれも午後４時から４時30分
詳しくは、ボランティア代表の飯田啓子さん
1（58）4600へお尋ねください。

EVENT
GUIDE

指定給水装置工事事業者の追加　　　
町上下水道チーム 1（58）8207

平成14年12月27日までに下記工事事業者を新
たに指定しましたので、お知らせします。
指定事業者名　　　　　住 所　　　　　 1

㈲辻村水道 度会郡御薗村高向2384番 0596（24）6710

「介護相談員」サービス利用者相談日

【相談日】

２月８日（土）社会福祉協議会（保健福祉会館）

13日（木）介護老人保健施設（弘樹苑）

20日（木）介護老人保健施設（ケアハイツ玉城）

24日（月）介護老人保健施設（はなのその）

いずれも午後１時30分～４時

【介護相談員】

下村　久　　　　大喜多　逸子　

谷口　惠津子　　大西　道子

詳しくは町生活福祉チームまでお問合わせください。

町生活福祉チーム 1（58）8203

確定申告説明会開催
町税務住民チーム 1（58）8201

伊勢税務署と玉城町税務住民チームではサラリーマ

ンの方や年金収入のある方で還付申告をされる方、ま

たは新しく住宅を建てられた方で住宅借入金特別控除

を受けられる方を対象に事前説明会を開催します。

確定申告期間中は混雑が予想されますので、この機

会をぜひご利用ください。

なお、説明会への途中参加はできませんので、必ず

開始時間までにお集まりください。

▼日　時 平成15年２月７日（金）

午前10時開始（住宅を建てられた方で住宅

借入金特別控除を受けられる方）

午後１時30分開始（サラリーマンの方や年

金収入のある方で還付申告される方）

▼場　所 玉城町中央公民館（旧改善センター）

多目的ホール

上記の日が都合の悪い場合は近隣市町村でも同様の

説明会がありますので、ぜひご利用ください。

開催地 開催日 会　　　　場 午前の部（午前10時） 午後の部（午後１時30分）

御薗村 ２月５日（水） 御薗村役場２階 住宅取得者 中途退職者・医療費・年金受給者

度会町 ２月10日（月） 度会町庁舎内保健センター 住宅取得者 中途退職者・医療費・年金受給者

伊勢市 ２月12日（水） 生涯学習センター「いせトピア」 住宅取得者 住宅取得者

伊勢市 ２月13日（木） 生涯学習センター「いせトピア」 年金受給者 中途退職者・医療費

小俣町 ２月14日（金） 小俣町中央公民館 医療費・年金受給者 住宅取得者・中途退職者

＊町・県民税申告・国保の申告相談は除きます。
＊農業・事業をされている方は事業の収支計算書をお持ちください。

●お持ちいただくもの 源泉徴収票（原本）、筆記用具、電卓、印鑑（朱肉を使用するもの）、本人名義の口座番号

なお、「住宅借入金等特別控除」を受ける方は、借入金年末残高証明書、登記簿謄本、家屋土地の価格がわかる

もの（請負契約書、売買契約書等）、住民票（平成15年証明のもの）をお持ちください。
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男女共同参画フォーラム
「みえの男女（ひと）2003」開催

玉 城 村  
沖 縄  

発  

60歳以上男性のための
楽々料理教室

11月22日、玉城中学校家庭科室で村内在住60
歳以上の男性を対象とした料理教室が村社会福祉協
議会の主催で開かれました。
実習では、サバの塩焼きや押し寿司など計５品

が作られましたが、高齢の男性が対象ということを
考慮して、火を使わない安全な調理法がとられま
した。参加した方々は、ほとんど料理をしたことの
ない方や見事な包丁さばきを見せる方などさまざま
でしたが、料理が終わって試食の時間になると、み
なさん一様に自分が作った料理を満足げにほおばっ
ていました。

沖縄県玉城村役場　1098（948）7111

講師の手つきを熱心に見つめる受講生

�

司法書士による無料法律相談を開催

２月12日（水）午後２時から４時まで町内の司法書

士による無料法律相談を町保健福祉会館で開催します。

相談を希望される方は、町生活福祉チームまでお申込

ください。

【相談内容】

・相続・贈与・売買による所有権移転

・担保権の設定・抹消等の不動産登記

・法人に関する登記・訴え・調停・訴訟等の裁判所提

出書類に関するもの

・成年後見法に関するもの

・その他身近な相談など

司法書士による無料法律相談についてのお問い合わ

せは、町生活福祉チーム、または保健福祉会館1（58）

8000まで

町生活福祉チーム 1（58）8203

「みんなちがって みんないい」をテーマに「みえ

の男女（ひと）2003」が開催されます。

▼日　時 ２月28日（金）、３月１日（土）

午前10時～午後４時

▼場　所 県総合文化センター（津市一身田上津部田）

▼内　容 28日：農山村のつどい・講演会「少子高齢

社会をどう生きるか」、他シナリオコンクール受賞作

品上演　１日：「男女がいきいきと働いている事業

所」の事例発表・シンポジウム

両日とも団体や市町村のワークショップ、活動展を

開催します。

▼参加費 無料

託児、手話通訳もあるほか、詳しいことは県男女共

同参画センターへお問い合わせください。

県男女共同参画センター「フレンテみえ」
1059（233）1130

［町内版b・広域版a］
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Mie Tamaki Town

SINCE 1955

■玉城町役場 158 - 8200
558 - 4494

●総務チーム 158 - 8200
●税務住民チーム 158 - 8201
●生活福祉チーム 158 - 8203
●上下水道チーム 158 - 8207
●産業建設チーム 158 - 8205
●出納室 158 - 8210
●議会事務局 158 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） 158 - 8212
■病院老健チーム
玉城病院 158 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 158 - 3770
・訪問看護ステーション 158 - 8117
・在宅介護支援センター 158 - 8822
・居宅介護支援事業所 158 - 8822

■保健福祉会館 158 - 8000
■社会福祉協議会

社会福祉協議会 158 - 6915
在宅介護支援センター 158 - 8181
居宅介護支援事業所 158 - 6915

■夢工房たまき 158 - 7696
■中央公民館 158 - 6331
■青少年相談センター 158 - 4108
■アスピア玉城　　

玉城ふれあいの館 158 - 8800
ふるさと味工房 158 - 8686

休日・夜間当直室
58-8213

広報たまきは再生紙を利用しています

１月13日、玉城町成人式が行われま
した。175人の参加のなかで、艶やかで
礼儀正しいすばらしい式典でした。

◆人の動き（平成15年１月１日現在）
●人口 14,813人（＋30人）
●男 7,210人（＋13人）
●女 7,603人（＋17人）
●世帯数　4,392世帯（＋５世帯）
（ ）は12月１日以降の増減

今 月 の 表 紙

いきいきほのぼのネットワーク

TAMAKI

3月4日（火）
時間　午前10時～11時30分
場所　さくら児童館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　さくら児童館であそぼう
＊お気軽にお越しください

たまきっこ
くらぶ

2月12日（水）
受付時間　午後１時～１時15分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成11年８月１日～９月30日生まれのお子さんと

前回受診されなかったお子さん
＊該当児には、個人通知いたします

2月3日（月）・10日（月）・24日（月）
3月3日（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

2月17日（月）
3月3日（月）・17日（月）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員および民生委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

2月18日（火）
毎月第３火曜日、絵本や紙芝居の読み語り、手遊びなどをし
ています。読み手は現役ママたち！です。
絵本のこと、育児のこと、いろいろお話ししませんか!?
時間　午前10時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館　研修室

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●国民健康保険料（第11期）
…………………2月28日（金）

お問い合わせは、町生活福祉チームへ

2月27日（木）
時間　午前10時～午後３時
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３歳までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください

2月28日（金）
受付時間　午前８時30～10時30分
場所　町保健福祉会館
定員　50名
料金　900円
＊ご希望の方は保健福祉会館へお申込みください。

3歳児
健康診査

いきいき
クラブ

行政・心配
ごと相談

はな♪
はな♪
おはなし会

町税など
納期の
お知らせ

乳幼児相談

胃がん検診
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